
第５号様式の(２)（第１３条関係） 

年  月  日 

特定公共的施設整備計画（変更）届出書(建築物) 

世田谷区長  あて 

届出者 住所                            

氏名               

 

                         電話番号  

世田谷区ユニバーサルデザイン推進条例第１４条の規定に基づき、特定公共的施設の

工事について、下記のとおり届け出ます。      

記 

１ 所 在 地 世田谷区  

２ 名   称  

３ 主 要 用 途          

４ 工事の種別 新設 増築 改築 大規模の修繕 大規模の模様替え 用途変更 

５ 規 模 等        届出部分 
届出以外

の 部 分 
合 計 

延べ床面積 

   造・地上   階・地下   ㎡ ㎡ ㎡ 

内 

訳 

用途(           ) 

用途(           ) 

用途(           ) 

    

㎡

㎡

㎡ 

 

 

㎡

㎡

㎡ 

 

      

㎡

㎡

㎡ 

 

６ 工事着手予定日  年  月 日 ７ 工事完了予定日     年  月  日 

８ 代 理 人 所在地及び名称  

氏名             電話番号 

 

受付     

※ 

 

 

 

受付    担 当 係 長 課 長 備考 
１．この届出書は、世田谷区ユニバーサルデザイン推進条例施

行規則別表第１に定める建築物で同表特定公共的施設の欄
に定める施設に使用してください。 

２．工事の種別の欄は、該当事項を○で囲んでください。 
３．案内図、配置図、各階の平面図及び２面以上の断面図並び

に必要に応じて詳細図を添付してください。 

４．※欄には、記入しないでください。 

５．届出書は、正副２部提出してください。 

   

 

 

法人にあっては、主たる事務所の 

所在地、名称及び代表者の氏名 

※
回
答
（
確
認
）
欄 

※
決 

裁 

欄 

受領日   年   月   日   



※ 経路、廊下には傾斜路が含まれます。 
 
※ 内装が未定の場合、内装が決まり次第、「変更届」を提出してください。 
 

 ・変更届は、この様式をお使いください。 

 ・新築の扱いで審査いたします。 

 ・用途が変わった場合、審査内容が厳しくなり不適合となることがあるのでご注意ください。 

  （例 小規模の物販店を取りやめて保育園とする場合、小規模建築物から建築物の基準となり審査 

     項目が増えます） 

 ・内装工事で変更届が必要な場合とは、トイレや入口部等の審査項目上の変更が生じる場合となります。 

  壁や照明等の内装工事のみであれば変更届は不要です。 
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世田谷区ユニバーサルデザイン推進条例
特定公共的施設整備項目表　（小規模建築物）

チェック

（遵）

 幅　80cm以上

 通行の際支障となる段差なし 1

 直接地上に通ずる出入口と利用居室の出入口を結ぶ通行可能な経路を確保 2

 便所のうち1以上は次に掲げるもの　（整備基準；男女別の場合はそれぞれ）

①    車椅子使用者用便房を1以上設置し、その旨表示

a      腰掛式の大便器、手すり等を適切に配置

b      車椅子使用者が円滑に利用できる十分な空間を確保

c      直接地上へ通ずる出入口から当該便房までの通行可能な経路を確保 2

 幅　120cm以上

 通行の際支障となる段差なし 3

＜備　　　考＞
小規模建築物の整備基準は、建築物の整備基準を参照

全ての整備（整備基準）行う場合は、建築物の整備項目表を添付すること

＜緩和措置＞

＜凡　　　例＞

移円：移動等円滑化経路、一般：移動等円滑化経路を含むすべて

（遵）遵守基準  不特定かつ多数の者が利用し、又は主として高齢者、障害者等が利用するもの

（整）整備基準
 不特定若しくは多数の者が利用し、又は主として高齢者、障害者等が利用するもの（移動等円滑化経路を含む）

 （視） 不特定かつ多数の者が利用し、又は主として視覚障害者が利用するもの

出
入
口

移
円

１

2

3

整備項目
経
路 整備内容

緩
和
措
置

審査

移
円

1

2

敷
地

内
通

路

便
所

一
般

1

１　　敷地の状況、施設の構造その他の事情により段差を設けないことができない場合において、当該建築物を管理する者の介助等により、高齢者、

　　　障害者等が通行することができるとき

２　　上下階の移動に係る部分

3　　①傾斜路又はエレベーターその他昇降機を併設する場合　②敷地の状況、施設の構造その他の事情により段差を設けないことができない場合において、

　　　当該建築物を管理する者の介助等により、高齢者、障害者等が通行することができるとき

各整備内容の措置が講じられている場合に、空欄
に○かレを記入してください。

緩和措置に該当する場合は、
数字に○を記入してください。
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第８号様式（第１５条関係） 

年  月  日 

 

特定公共的施設整備完了届出書 
 

世田谷区長     あて 

 

  下記の特定公共的施設の工事が完了したので、世田谷区ユニバーサルデザイン推進条

例第１６条第１項の規定により、下記のとおり届け出ます。 

記 

１ 所 在 地  

２ 名   称  

３ 届 出 者 住 所  

氏 名              電話番号 

４ 届出年月日  年   月   日   

５ 届 出 番 号  第      号  

６ 完了年月日  年   月   日  

７ 代 理 人 住所及び名称 

氏 名              電話番号 

８ 備   考  

 

確認事項欄 （記入しないでください） 

確認年月日 年    月    日 

回 答 欄 

(確認欄) 

 

建築物・道路・公園・ 

公共交通施設・路外駐車場 注意 

１．整備完了写真並びに写真の撮影位置及び方

向を示した図面を添付してください。 

 ２．届出書は、正副２部提出してください。 

 
決 裁 欄 

担  当 係  長 課  長 

   

 

 受領日   年   月   日   


